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来
年
度
政
府
予
算
案
を
め
ぐ
り
、
衆
議
院
予
算
委

員
会
に
お
い
て
「
省
庁
別
審
査
」
が
行
わ
れ
た
。
与

党
が
過
半
数
割
れ
し
た
こ
と
を
受
け
、
野
党
の
求
め

に
応
じ
て
初
め
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
２
月
５
日

か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
、
内
閣
官
房
、
文
部
科
学

省
、
経
済
産
業
省
な
ど
16
府
省
庁
を
６
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
、
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

政
府
は
昨
年
12
月
27
日
、
２
０
２
５
年
度
（
令
和

７
年
度
）
予
算
案
を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
の
う
ち
、

文
科
省
関
係
予
算
案
は
前
年
度
比
１
・
２
％
増
の
５

兆
４
０
２
９
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

文
科
省
予
算
に
関
す
る
質
疑
は
２
月
６
日
に
行
わ

れ
た
。
冒
頭
、
文
科
省
関
係
予
算
案
に
つ
い
て
阿
部

俊
子
大
臣
が
説
明
。
そ
の
後
質
疑
に
入
っ
た
。

　

自
民
党
の
三
谷
英
弘
議
員
か
ら
教
員
の
働
き
方
改

革
、
処
遇
改
善
、
定
数
改
善
に
向
け
た
意
気
込
み
を

問
わ
れ
る
と
、
阿
部
大
臣
は
「
教
育
は
人
な
り
。
教

職
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
教
師
に
優
れ
た
人
材
を
確

保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
来
年
度
予
算
案
に
お

い
て
は
、
過
去
20
年
間
で
最
大
と
な
る
５
８
２
７
人

の
教
職
員
の
定
数
改
善
を
行
い
、
ま
た
、
支
援
ス
タ

ッ
フ
の
配
置
拡
充
、
教
職
調
整
額
の
引
き
上
げ
、
学

校
担
任
の
手
当
の
加
算
な
ど
に
対
す
る
経
費
34
億
円

を
計
上
す
る
と
と
も
に
、
給
特
法
の
改
正
案
を
本
国

会
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
学
校
に
お
け
る

働
き
方
改
革
の
さ
ら
な
る
加
速
化
、
教
師
の
処
遇
改

善
、
学
校
の
指
導
運
営
体
制
の
充
実
を
一
体
的
・
総

合
的
に
進
め
て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　

立
憲
民
主
党
の
津
村
啓
介
議
員
か
ら
は
、
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
の
あ
り
方
、
道
徳
教
育
予
算
の

見
直
し
、
私
学
助
成
の
あ
り
方
、
入
学
金
の
二
重
払

い
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た
。
入
学
金
の
二
重
払
い

に
つ
い
て
、
阿
部
大
臣
は
「
教
育
費
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
は
重
要
。
入
学
金
を
は
じ
め
と
し
た
学
生

の
納
付
金
に
つ
い
て
、
額
の
抑
制
、
分
割
納
入
な
ど

の
措
置
を
積
極
的
に
講
ず
る
よ
う
、
引
き
続
き
配
慮

を
促
し
て
参
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

日
本
維
新
の
会
の
西
田
薫
議
員
は
大
学
の
無
償
化

に
つ
い
て
質
問
。
文
科
省
が
今
国
会
に
提
出
予
定
の

大
学
修
学
支
援
法
の
改
正
案
で
は
、
２
０
２
５
年
度

か
ら
、
３
人
以
上
の
子
ど
も
を
扶
養
す
る
「
多
子
世

帯
」
に
つ
い
て
所
得
制
限
な
く
、
一
定
の
額
ま
で
大

学
等
の
授
業
料
・
入
学
金
が
無
償
化
さ
れ
る
。
た
だ
、

第
１
子
が
就
職
す
る
な
ど
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合
、

第
２
子
以
降
は
支
援
の
対
象
外
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

西
田
議
員
は
「
少
子
化
対
策
を
考
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
第
２
子
、
第
３
子
に
つ
い
て
も
、
第
１
子
の
就

職
に
関
わ
ら
ず
無
償
化
す
べ
き
だ
」
と
指
摘
。
こ
れ

に
対
し
、
阿
部
文
科
大
臣
は
「
３
人
以
上
同
時
に
扶

養
し
て
い
る
期
間
が
最
も
経
済
的
負
担
が
重
い
状
況

に
あ
る
。
ま
た
、
財
源
も
限
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し

た
中
で
、
負
担
が
集
中
し
て
い
る
期
間
に
あ
る
世
帯

を
優
先
し
て
支
援
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
は
、
こ

う
し
た
支
援
の
拡
充
を
着
実
に
行
い
、
そ
の
上
で
、

教
育
の
機
会
均
等
、
少
子
化
対
策
の
観
点
か
ら
支
援

の
効
果
を
見
定
め
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
理
解
を
求
め
た
。

阿
部
文
科
大
臣
の
冒
頭
発
言（
概
　

　
要
）

　

「
令
和
７
年
度
文
部
科
学
省
関
連
予
算
に
つ
い
て

説
明
し
た
い
。
一
般
会
計
５
兆
４
０
２
９
億
円
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
特
別
会
計
１
０
８
４
億
円
と
な
っ
て

い
る
。
『
質
の
高
い
公
教
育
の
再
生
』
と
し
て
、
教

職
調
整
額
の
改
善
や
学
級
担
任
へ
の
手
当
の
充
実
、

小
学
校
教
科
担
任
制
の
拡
充
、
35
人
学
級
の
計
画
的

な
整
備
等
を
推
進
す
る
ほ
か
、
新
し
い
時
代
の
学
び

の
実
現
に
向
け
た
学
校
施
設
の
整
備
、
高
等
教
育
機

関
の
多
様
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
基
盤
的
経

費
の
十
分
な
確
保
や
重
点
配
分
の
徹
底
等
を
進
め
る
。

ま
た
、
不
登
校
・
い
じ
め
対
策
や
各
教
育
団
体
の
負

担
軽
減
な
ど
、
学
び
の
機
会
を
保
障
す
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
立
国
、
文
化
芸
術
立
国
の
実
現
を
目
指

し
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
や
競
技
力
の
向
上
、
文

化
財
の
強
じ
ん
化
、
文
化
芸
術
の
創
造
活
動
や
ク
リ

エ
イ
タ
ー
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
に
よ
る
地

方
創
生
等
を
推
進
す
る
。

　

我
が
国
の
抜
本
的
な
研
究
力
向
上
に
向
け
て
は
、

優
秀
な
人
材
育
成
に
加
え
、
未
来
を
切
り
拓
く
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
と
そ
れ
を
支
え
る
基
盤
の
強
化
を

進
め
る
。
ま
た
、
重
点
分
野
に
お
け
る
研
究
開
発
の

戦
略
的
な
推
進
や
、
国
民
の
安
全
・
安
心
、
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
の
開
拓
に
資
す
る
課
題
解
決
型
研
究
開
発
の

推
進
に
取
り
組
む
」

衆議院インターネット審議中継より

阿
部
文
科
大
臣
が
答
弁

来
年
度
予
算
案
め
ぐ
り
、国
会
で「
省
庁
別
審
査
」実
施


